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ドキュメントの更新情報
このマニュアルの表紙には、以下の識別情報が記載されています。

l ソフトウェアのバージョン番号は、ソフトウェアのバージョンを示します。

l ドキュメントリリース日は、ドキュメントが更新されるたびに変更されます。

l ソフトウェアリリース日は、このバージョンのソフトウェアのリリース期日を表します。

最新の更新のチェック、またはご使用のドキュメントが最新版かどうかのご確認には、次のサイトをご

利用ください。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals

このサイトを利用するには、HP Passportへの登録とサインインが必要です。HP Passport IDの取得

登録は、次のWebサイトから行なうことができます。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html(英語サイト )

または、HP Passportのログインページの [New users - please register] リンクをクリックします。

適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様は、更新版または最新版をご入手い

ただけます。詳細は、HPの営業担当にお問い合わせください。
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サポート
HPソフトウェアサポートオンラインWebサイトを参照してください。

http://support.openview.hp.com

HPソフトウェアが提供する製品、サービス、サポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HPソフトウェアオンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様の業務の管理に必要な対

話型の技術支援ツールに素早く効率的にアクセスいただけます。HPソフトウェアサポートWebサイト

のサポート範囲は次のとおりです。

l 関心のある技術情報の検索

l サポートケースとエンハンスメント要求の登録とトラッキング

l ソフトウェアパッチのダウンロード

l サポート契約の管理

l HPサポート窓口の検索

l 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

l 他のソフトウェアカスタマーとの意見交換

l ソフトウェアトレーニングの検索と登録

一部を除き、サポートのご利用には、HP Passportユーザとしてご登録の上、ログインしていただく必

要があります。また、多くのサポートのご利用には、サポート契約が必要です。HP Passport IDの登

録は、次の場所で行います。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html(英語サイト )

アクセスレベルに関する詳細は、以下のWebサイトにアクセスしてください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp
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ユーザーガイド

第1章 :

このドキュメントで使用する名称

このドキュメントでは、以下の名称を使用します。

名称 説明

HPOM for
UNIX

HPOM for UNIXは、HPOM onHP-UX、HPOM on Linux、およびHPOM on
Solarisの総称としてドキュメントで使用されます。

オペレーティングシステムを区別する必要がある場合は次の名称を使用します。

HPOM onHP-UX

HPOM on Linux

HPOM on Solaris

Infrastructure
SPIs

HP Operations Smart Plug-ins for Infrastructureを示します。このソフトウェアス

イートには、以下の3つのSmart Plug-inが含まれています。

HP Operations Smart Plug-in for Systems Infrastructure

HP Operations Smart Plug-in for Virtualization Infrastructure

HP Operations Smart Plug-in for Cluster Infrastructure

SI SPI HP Operations Smart Plug-in for Systems Infrastructure

VI SPI HP Operations Smart Plug-in for Virtualization Infrastructure

CI SPI HP Operations Smart Plug-in for Cluster Infrastructure
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第2章 :

はじめに

Smart Plug-in for Cluster Infrastructure (CI SPI)は、ネットワークで稼働する高可用性 (HA)クラスタ

インフラストラクチャを監視します。HAクラスタは、特にビジネスクリティカルなアプリケーションおよび

サービスのサービス可用性を確保するために作成されます。HAクラスタには冗長ノードがあります。こ

の冗長性によって、単一点障害が排除され、サービスの高可用性が得られます。CI SPIは、クラス

タノードやクラスタリソースグループなどのクラスタコンポーネントや、このようなコンポーネント上で実行

中のプロセスやサービスの可用性と状態を監視および分析します。

CI SPIは、HP Operations Smart Plug-ins for Infrastructureスイート (Infrastructure SPIs)の一部と

して提供されています。このスイートには他にも、Virtualization Infrastructure SPI (VI SPI)、Systems
Infrastructure Smart Plug-ins (SI SPI)、レポート パック、グラフパックなどが含まれています。CI SPIを
インストールするには、SI SPIのインストールが必要です。

注 : HP Reporter 4.0は 64ビット版でサポートされます。

CI SPIは、HP Operations Manager (HPOM)、HP Reporter、HP Operations Agentの組み込みパフ

ォーマンスコンポーネント (EPC)などのHPソフトウェア製品と統合します。この統合により、ポリシー、

ツール、各種サービスビューが提供されます。

最新バージョンのCI SPIは、Windows、Linux、Solaris、AIX、HP-UXの各オペレーティングシステム

上で稼働するクラスタを監視します。Cluster Infrastructure SPIでサポートされているオペレーティング

システムとクラスタのバージョンの詳細は、『HP Operations Smart Plug-in for Cluster Infrastructureリ
リースノート』を参照してください。
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第3章 :

Cluster Infrastructure SPIのコンポーネント

Cluster Infrastructure SPI (CI SPI)コンポーネントの1つに、ポリシーがあります。ポリシーを設定する

ことによって、サービスの問題に関するアラート、メッセージ、メトリックレポートという形式でデータを取

得することができます。CI SPIサービスマップはHPOMサービスマップに表示され、CI SPI メッセージと

自動アクションレポートはHPOM メッセージブラウザに表示されます。メッセージブラウザに表示された

アラート メッセージをダブルクリックすると、メッセージの詳細情報を参照できます。

CI SPI とHP Reporterと統合することで、クラスタのパフォーマンスレベルとサーバーの可用性に関する

メトリックデータを表示するWebベースのレポートを生成できます。CI SPIレポートは、特定のクラスタ

管理ノードのクラスタに関する情報を提供し、長期的なニーズの特定に役立つクラスタインフラストラ

クチャの概要を示します。

HPOM for Windows のマップビュー

マップビューでは、クラスタインフラストラクチャ環境のリアルタイムな状態が表示されます。マップビュー

を表示するには、[サービス] を選択してから [Cluster Infrastructure]をクリックします。マップビューに

は、クラスタインフラストラクチャ環境のサービスまたはノードの階層構造全体が、リソースグループや

クラスタノードを含め、グラフィカルに表示されます。
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第3章 :

マップビューでは、クラスタインフラストラクチャ組織で発生した問題の重要度レベルが色 (赤、黄色、

青、緑 )で表示されます。マップビューでは、ノードまたはサービス階層の問題が発生しているレベル

にドリルダウンできます。

サービスビューに、検出された要素がグラフィカルに表示されることで、問題を迅速に診断できます。

l メッセージブラウザに表示された問題の根本原因を表示するには、[表示 ]→ [障害原因 ]をクリッ

クします。

l 問題の影響を受けているサービスとシステムコンポーネントを表示するには、

[表示 ]→ [影響範囲 ]をクリックします。
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第3章 :

HPOM for UNIX のマップビュー

マップビューには、クラスタインフラストラクチャ環境のリアルタイムな状態が表示されます。管理サー

バーで以下のコマンドを実行すると、HPOM for UNIX (HP-UX、Linux、Solaris)の操作インタフェース

でオペレータがサービスビューを表示できるようになります。

opcservice -assign <オペレータ名> HAClusterInfrastructure

オペレータ名には、サービスを割り当てるオペレータを指定します (例 : opc_adm、opc_op)。

service discoveryポリシーによってポリシーがノードに自動的に配布されることはありません。ポリシー

は、手動で配布できます。

マップビューには、インフラストラクチャ環境のリアルタイムな状態が表示されます。

マップを表示するには、次のステップに従います。

1. HPOM Javaコンソールを起動します。

2. ユーザー名とパスワードを使用してログオンします。

3. [サービス]→ [Cluster Infrastructure]→ [グラフの表示 ]を選択すると、マップビューが表示され

ます。

マップビューには、クラスタインフラストラクチャ環境のサービスまたはノードの階層構造全体が、サブシ

ステムやサブサービスを含め、グラフィカルに表示されます。
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ポリシー

クラスタ固有のポリシーは、 [ポリシーグループ] フォルダに格納されています。CI SPIポリシータイプは

以下のとおりです。

l Logfile Entryポリシー (先頭がCI)は、クラスタノードおよびリソースグループアプリケーションによ

り生成されたステータスメッセージとエラーメッセージをキャプチャします。

l Measurement Threshold ポリシー (先頭がCI)は、収集されたメトリック値を解釈してアラートや

メッセージをメッセージブラウザで表示できるように、各メトリックの条件を定義します。

CI SPI Measurement Thresholdポリシーは、特定のメトリックに基づいて設定します。各ポリシー

は、データ収集のメトリックを使用して、実際のメトリック値としきい値を比較します。実際のメトリッ

ク値としきい値が一致しない場合、問題解決のためのメッセージや指示文が表示されます。

l Scheduled Taskポリシー (先頭がCI)は、メトリック値を収集する時間と収集対象を決定し、収

集間隔を定義します。収集間隔は、5分、15分、1時間、1日に設定できます。収集間隔は、

特定のグループに対するデータの収集頻度を示します。Scheduled Taskポリシーには 2つの機能

があります。ノードの収集間隔ごとにコレクタ/アナライザを実行する機能と、ポリシーの [コマンド ]テ
キスト ボックス内に表示されているすべてのメトリックのデータを収集する機能です。

l Service Discoveryポリシーは、クラスタノードとリソースグループインスタンスを検出し、検出され

たすべてのCI SPI インスタンスのマップビューを構築します。

CI SPIのポリシーの詳細については、「作業の開始」(15ページ)を参照してください。

レポート

CI SPI とHP Reporterを統合することにより、メトリックデータに基づいてWebベースのレポートを生

成できます。

HP ReporterをWindows向けのHPOM管理サーバーにインストールした場合、コンソールからレポー

トを表示できます。レポートを表示するには、コンソールツリーで [Reports]を展開し、個別のレポー

トをダブルクリックします。

HP ReporterをHPOM管理サーバー (Windows、UNIX、Linux、または Solarisオペレーティングシス

テム向け)に接続されている別のシステムにインストールした場合、HP Reporterシステムでレポートを

表示できます。HP ReporterとHPOMを統合する方法の詳細は、『HP Reporter Installation and
Special Configuration Guide』を参照してください。

Cluster Infrastructure SPIのレポートの詳細は、「Cluster Infrastructure SPIのレポート」(31ページ)を
参照してください。
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作業の開始

HPOM forWindows管理サーバーまたはHPOM for UNIX管理サーバーに Infrastructure SPIsをイ

ンストールした後で、インフラストラクチャの管理に必要な作業を実行する必要があります。

ポリシーの配布を開始する前に必要な作業の一覧は、配布チェックリストに記載されています。

配布チェックリスト

完了

(はい/いいえ) 作業

管理サーバーにHPOM 9.10がインストールされていることを

確認します。これに加えて、HP Operations Agentバージョン

11.00以上がインストールされていることを確認しま

す。HPOMおよびHP Operations Agentに対する入手可能

なすべてのパッチとホットフィックスがインストールされていること

を確認します。

レポートを作成するために、HP Reporterがインストールされ

ていることを確認します。

監視ポリシーの配布を開始する前に、HP Operations Agent
がメトリックを収集できるように十分な時間を取ります。

HPOM for Windowsの場合

HPOM forWindowsを初めて使用するには、次の手順を実行します。

CI SPI の起動

クラスタインフラストラクチャの検出を開始する最初の手順は、SI SPI検出の実行です。

CI SPI ポリシーを配布するための前提条件

CI SPIポリシーを配布する前に、次のことを確認してください。

1. 最新のHPOMパッチがインストールされていること。OMW_000120以降のパッチをインストールし

たことを確認してください。

2. クラスタノード上で次のコマンドを実行して、インスタンス削除しきい値を更新します。

ovconfchg -ns agtrep -set

INSTANCE_DELETION_THRESHOLD 3

ovconfchg -ns agtrep -set

RESEND_RELATIONSHIP_INSTANCES TRUE

デフォルトでは、このしきい値は 5に設定されています。

コマンドの詳細は、『HPOMオンラインヘルプ』を参照してください。
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第4章 :

検出ポリシーの実行

クラスタノードをHPOM forWindowsに追加する場合、SI SPIによって、クラスタノードとリソースグ

ループが登録ノードに自動的に追加されます。クラスタノードは、コンソールツリーの以下のノード フ

ォルダに再度グループ化されます。

l [ノード ]→ [HA Clusters]→ [Clustered Nodes]

l [ノード ]→ [HA Clusters]→ [<クラスタ名>] → [ノード ]

リソースグループは、コンソールツリーの以下のノード フォルダに再度グループ化されます。

[ノード ]→ [HA Clusters]→ [<クラスタ名>] → [リソースグループ ]

コンソールツリーの [ノード ] フォルダにノードが追加されると、SI SPIによって CI SPI検出ポリシーが起

動されます。

CI SPI検出ポリシーによって、検出された要素がHPOMサービスマップに追加されます。検出された

クラスタインフラストラクチャをグラフィカルに表示するCI SPIサービスマップを表示するには、[サービス]
→ [HA Cluster Infrastructure]を選択します。

Quick Start ポリシーのHPOM for Windows からの配
布

SI SPI検出が正常に完了すると、検出されたノードは各 Infrastructure SPI ノード グループに自動

的に追加されます。

このノード グループには、デフォルトでQuickStartポリシーが割り当てられます。ノードがノード グループ

に追加されると、このQuickStartポリシーは自動的に管理ノードに配布されます (ポリシーの自動配

布が有効になっている場合 )。

インフラストラクチャが検出され、サービスマップがHPOM forWindows管理サーバーに設定される

と、QuickStartポリシーが自動的に管理ノードに配布されます (ポリシーの自動配布が有効な場

合 )。QuickStartポリシーは、3つの Infrastructure SPIsすべてで使用可能で、設定のカスタマイズに

時間をかけずにすぐに使用できます。ポリシーの自動配布は、デフォルトで有効になっています。サー

ビス検出時にポリシーを自動配布する設定をオフにすることができます。また、設定済みのポリシーを

変更して新しい名前で保存し、目的に応じたカスタムポリシーを作成することもできます。

高度なポリシーは、特定のシナリオで使用されます。これらのポリシーは、必要に応じて手動で配布

できます。

ポリシーの自動配布をオフにした場合、 Infrastructure SPIsによって提供される 2つのポリシーグルー

プのいずれかにアクセスすることで、QuickStartポリシーを手動で配布できます。グループ化は、監視

対象要素、およびベンダーとオペレーティングシステムに基づいています。監視を目的としたグループで

は、複数のオペレーティングシステムを対象に、パフォーマンス、可用性、キャパシティ、ログ、セキュリ

ティを監視するポリシーにアクセスおよび配布できます。

HPOM for UNIX の場合

HPOM for UNIX (HP-UX、Linux、およびSolaris)で Infrastructure SPIsを初めて使用するには、以

下の手順を実行します。

開始する前に、最新のパッチとホットフィックスがインストールされていることを確認します。

HP Operations Smart Plug-in for Cluster Infrastructure (11.10)16 / 40ページ



ユーザーガイド

第4章 :

パッチのリスト

HPOM for HP-UX HPOM for Linux HPOM for Solaris

OMU_00042.rpm OML_00042.rpm OMS_00042.rpm

OMU_00043.rpm OML_00043.rpm OMS_00043.rpm

OMU_00044.rpm OML_00044.rpm OMS_00044.rpm

OMU_00045.rpm OML_00045.rpm OMS_00045.rpm

CI SPI の起動

クラスタインフラストラクチャの検出を開始する最初の手順は、SI SPI検出ポリシー (SI-
SystemDiscovery_ja_JPポリシー)の実行です。

CI SPI ポリシーを配布するための前提条件

CI SPIポリシーを配布する前に、次のことを確認してください。

1. 最新のHPOMパッチがインストールされていること。OMW_000120以降のパッチをインストールし

たことを確認してください。

2. クラスタノード上で次のコマンドを実行して、インスタンス削除しきい値を更新します。

ovconfchg -ns agtrep -set

INSTANCE_DELETION_THRESHOLD 3

ovconfchg -ns agtrep -set

RESEND_RELATIONSHIP_INSTANCES TRUE

デフォルトでは、このしきい値は 5に設定されています。

コマンドの詳細は、『HPOMオンラインヘルプ』を参照してください。

クラスタ インフラストラクチャでの検出ポリシーの実行

SI SPI検出は、クラスタノードを関連するクラスタノード グループに追加します。

たとえば、ノードがHP-UX上のMCSGクラスタの場合、クラスタノードは SISPI-HPUXおよび

CISPI-MCSGHPUX ノード グループに追加されます。リソースグループの場合は、CI-Resource
Group ノード グループに追加されます。

クラスタノードが対応するノード グループに追加されたら、自動的に割り当てられたポリシーをクラスタ

ノードに配布します。CI SPI検出ポリシー (CI-Discovery_ja_JP)およびその他のQuick Startポリ

シーをクラスタノードに配布します。

CI SPI検出ポリシーによって、検出された要素がHPOMサービスマップに追加されます。検出された

クラスタインフラストラクチャをグラフィカルに表示するCI SPIサービスマップを表示できます。
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Quick Start ポリシーのHPOM for UNIX からの配布

SI SPI検出が正常に完了すると、検出されたノードは各 Infrastructure SPI ノード グループに自動

的に追加されます。

このノード グループには、デフォルトでQuickStartポリシーが割り当てられます。ノードがノード グループ

に追加されると、このQuickStartポリシーは自動的にノードに配布されます。次に、管理 GUIの [ア
クション]メニューから [設定の配布 ]を選択して、ポリシーをノードに手動で配布します。

QuickStartポリシーは、3つの Infrastructure SPIsすべてで使用可能で、設定のカスタマイズに時間

をかけずにすぐに使用できます。ポリシーの自動割り当ては、デフォルトで有効になっています。

グループ化は、監視対象要素、およびオペレーティングシステム/ベンダーに基づいています。監視を

目的としたグループでは、複数のオペレーティングシステムを対象に、パフォーマンス、可用性、キャパ

シティ、ログ、セキュリティを監視するポリシーにアクセスおよび配布できます。

レポートとグラフの表示

Infrastructure SPIsによって収集されたデータからレポートとグラフを作成して表示するには、HP
ReporterとHP PerformanceManagerをそれぞれHPOMと連動して使用する必要がありま

す。 Infrastructure SPIsは、レポート用とグラフ用のデータを収集してデータストア内に格納します。

データストアとしては、CODA (HP Operations Agentのデータストアで、組み込みパフォーマンスコン

ポーネントとも呼ばれる)またはHP Performance Agentを指定できます。

HPOM for HP-UX、HPOM for Linux、またはHPOM for Solarisでグラフを表示するには、最初にHP
PerformanceManagerをHPOM管理サーバーに統合する必要があります。

SPI のアップグレード後のレポートの更新

アップグレードの後、既存のレポート ファイルは新しいレポート ファイルと置き換えられます。レポートを

更新するには、以下のコマンドを実行します。

1. [スタート ]メニューに移動します。

2. [ファイル名を指定して実行 ]を選択します。

3. プロンプトで、コマンドとして「repcrys」と入力し、[OK]をクリックします。

管理サーバー上のすべてのレポートがHP Reporter GUI上のレポートと同期していることを確認しま

す。Reporter GUIの [Reporter Status]タブをクリックして、レポートがコンソールに送信した番号、お

よびエラーメッセージがあればそれもチェックします。

レポート用のデータ収集

CI SPI用に提供されるレポートは、ポリシーに依存します。以下の表に、レポート、および対応するレ

ポートのデータを収集するために管理ノードに配布する必要があるポリシーを示します。
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レポート ポリシー 管理ノードのプラットフォーム SPI

Cluster
Configuration

CI-ClusterDataCollector_
ja_JP

Solaris Cluster、VCS
Clusters、Service Guard、RHEL
Cluster

Cluster
Infrastructure

Cluster
Uptime

CI-ClusterDataCollector_
ja_JP

Solaris Cluster、VCS
Clusters、Service Guard、RHEL
Cluster

Cluster
Infrastructure

Cluster
System
Availability

CI-ClusterDataCollector_
ja_JP

Solaris Cluster、VCS
Clusters、Service Guard、RHEL
Cluster

Cluster
Infrastructure

HPOM forWindowsから Infrastructure SPIのレポートを表示するには、コンソールツリーで [レポート ]
→ [Infrastructure Management]→ [HA Cluster Infrastructure]を選択して展開します。レポート

を表示するには、HPOMコンソールで必要なレポートを選択して右クリックし、続いて [レポートの表

示 ]を選択します。

Cluster Infrastructure SPIのポリシー

Cluster Infrastructure SPI (CI SPI)では、クラスタの管理に役立つさまざまなポリシーが用意されてい

ます。このポリシーを使用することによって、クラスタ管理ノードで実行されるサービスの稼働状態やパ

フォーマンスを監視できます。CI SPIのポリシーを使用して、HPOM forWindows、HP-
UX、Linux、Solarisの各環境で稼働するクラスタを監視できます。

[InfrastructureManagement group] フォルダには、言語で分類されたサブグループがあります。たとえ

ば、英語のポリシーのサブグループは [en]、日本語のポリシーのサブグループは [ja]、簡体中国語の

ポリシーのグループは [zh]です。

HPOM forWindowsでポリシーにアクセスするには、次を選択します。

[ポリシー管理 ]→ [ポリシーグループ]→ [Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster
Infrastructure]

HPOM for UNIX/Linux/Solarisのコンソール/管理者用インタフェースからポリシーにアクセスするには、

次を選択します。

[登録ポリシー]→ [Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster Infrastructure]

HPOM forWindows管理サーバーにCI SPIをインストールしてノードを追加すると、検出ポリシーが

自動的に管理ノードに配布されます (ポリシーの自動配布が有効な場合 )。ポリシーの自動配布

は、デフォルトで有効になっています。サービス検出時にポリシーを自動配布する設定をオフにするこ

とができます。また、設定済みのポリシーを変更して新しい名前で保存し、目的に応じたカスタムポ

リシーを作成することもできます。HPOM forWindowsでポリシーを配布する方法の詳細は、「HPOM
forWindows管理サーバーからのCI SPIポリシーの配布」を参照してください。

HPOM for UNIX/Linux/Solarisでは、検出ポリシーによってポリシーがノードに自動的に配布されるこ

とはありません。手動でポリシーを配布できます。HPOM for UNIXでポリシーを配布する方法の詳細

は、「HPOM for UNIX管理サーバーからのCI SPIポリシーの配布」を参照してください。

CI SPIポリシーグループには、監視を目的としたグループと、オペレーティングシステムごとのグループが

あります。監視を目的としたグループでは、複数のオペレーティングシステムを対象に、パフォーマン

ス、可用性、キャパシティ、ログ、セキュリティを監視するポリシーにアクセスおよび配布できます。たとえ
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ば、クラスタインフラストラクチャ上にあるリソースグループの可用性を監視するには、次の手順で CI-
ClusterResGroupMonitor_ja_JPポリシーにアクセスします。

[ポリシー管理 ]→ [ポリシーグループ]→ [Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster
Infrastructure]→ [Availability]→ [Monitors]

オペレーティングシステムごとのポリシー (ベンダーごとのポリシーグループ)では、1つのサイトにあるオペ

レーティングシステムに関連するポリシーへ簡単にアクセスできます。たとえば、MSCSクラスタのクラス

タノード ステータスを監視するには、次の手順で CI-ClusterMonitor_ja_JPポリシーにアクセスしま

す。

[ポリシー管理 ]→ [ポリシーグループ]→ [Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster
Infrastructure]→ [Policies grouped by Vendor]→ [MSCS - Advanced Policies]

注 : Power HA (HACMP)クラスタを監視する新しいポリシーはありません。HACMPクラスタの監

視には、デフォルトのAdvancedポリシーとQuickStartポリシーを使用します。次の手順でアクセ

スします。

[ポリシー管理 ]→ [ポリシーグループ]→ [Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster
Infrastructure]→ [Policies grouped by Vendor]→ [HACMP - Advanced Policies]

[ポリシー管理 ]→ [ポリシーグループ]→ [Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster
Infrastructure]→ [Policies grouped by Vendor]→ [HACMP - QuickStart Policies]

検出ポリシー

CI-ClusterDiscovery_ja_JPポリシーは、管理ノードから次の情報を収集します。

l クラスタ名

l クラスタのタイプ

l ノード

l リソースグループ

l ノードの状態 (オフライン/オンライン)

l リソースグループの状態 (オフライン/オンライン)

l リソースグループの仮想 IPの詳細

CI-ClusterDiscovery_ja_JPポリシーは、クラスタの詳細情報を収集する ovclusterinfoツールを起動

します。この詳細情報はサービスxmlファイル形式でサーバーに送信されます。

検出プロセスが問題なく完了すると、クラスタインフラストラクチャ要素が反映されてサービスビューが

更新されます。各クラスタコンポーネントのサービス要素は、クラスタ名の下に子要素として表示され

ます。

可用性ポリシー

クラスタノードの可用性は、ダウンタイムにより影響を受ける可能性があります。ダウンタイムには、メ

ンテナンスや定期操作 (アップグレード、スペース管理、システムの再構成 )などの予定されたダウンタ

イムと、予期しないダウンタイム (停電、人為的ミス、データ破損、ソフトウェアやハードウェアのエラー)
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があります。可用性ポリシーは、クラスタノード、リソースグループ、ネットワークインターフェイス、クラス

タサービスの状態と可用性を監視し、チェックします。

CI SPIでは、次の2つの可用性ポリシーが用意されています。

l 「Data Collectorポリシー」(21ページ):のポリシーは、クラスタ要素の状態を可用性に関するデータ

を管理クラスタノードから収集し、各インスタンスのログをEmbedded Performance Componentに
記録します。

l 「監視ポリシー」(21ページ): このポリシーは、クラスタ要素、そこで実行中のプロセスとサービスの可

用性と状態を監視します。

Data Collectorポリシー

CI-ClusterDataCollector_ja_JPポリシー

このポリシーは、リソースグループ、ネットワークインターフェイス、クラスタサービスの状態と可用性をス

ケジュールに基づいてチェックします。このポリシーは、定義された時間間隔に基づいて、管理クラスタ

ノードからデータを収集し、各インスタンスのログをEmbedded Performance Componentに記録しま

す。デフォルトの間隔は 5分です。以下のポリシーは、Embedded Performance Componentに記録

された内容に基づいて監視、比較、警告を行います。

l クラスタ監視ポリシー

l クラスタノード監視ポリシー

l クラスタリソースグループ監視ポリシー

ポリシーは、クラスタ対応 HP Operations Agentが提供する ovclusterinfoツールを使ってあらゆる情

報やメトリックを収集し、Embedded Performance Componentに記録します。

このポリシーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster Infrastructure]→ [Availability]→ [Data
Collector]

監視ポリシー

Cluster Infrastructure SPIでは、クラスタ環境の管理に役立つさまざまなポリシーが用意されていま

す。これらのポリシーを使用すると、ノード、クラスタ、およびリソースグループを監視できます。監視ポリ

シーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster Infrastructure]→ [Availability]→
[Monitors]

クラスタ監視ポリシー

CI-ClusterMonitor_ja_JP

このポリシーを配布する前に、クラスタデータを収集するCI-ClusterDataCollector_ja_JPポリシーを

配布しておく必要があります。

CI-ClusterMonitor_ja_JPポリシーは、クラスタグループの可用性と強度を監視します。このポリシー

は、クラスタサーバー上で実行中のサービスの可用性を維持するのに役立ちます。このポリシーが監

視する条件は以下のとおりです。
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l クラスタがダウンしていて、クラスタはオフライン状態です。

l クラスタグループ内にアクティブな冗長ノードがありません。アクティブなノードは 1つのみです。現在

アクティブのこのノードが非アクティブになると、クラスタはダウンします。このような状態を、SPOF
(Single Point of Failure:単一点障害 )と呼びます。

l ノードの大半がオフライン状態です。クラスタの状態は、アクティブノードの数とクラスタクォーラムを

比較した結果で判断されます。クラスタ内で (<クラスタノードの数>/2 + 1)個のノードがアクティブ

ではない場合、クラスタクォーラムの条件が満たされていないため、アラート メッセージが送信され

ます。

l クラスタ内に、オフラインのリソースグループが存在します。

使用するメトリック CLUSTER_TYPE

CLUSTER_STATE

CLUSTER_NUM_NODES

CLUSTER_NUM_ACTIVE_NODES

CLUSTER_NUM_RESGROUPS

サポートされるクラスタ Veritas Cluster Server MC Service Guard
Microsoft Cluster Server RHA Server Cluster
Solaris Cluster

スクリプト パラメータ 説明

MessageGroup 送信メッセージのメッセージグループ。

Debug トレースメッセージを無効にするには、この値を 0
に設定します。コンソールでトレースメッセージを

受信するには 1、管理ノードのトレースファイル

にメッセージを記録するには 2に設定します。

Trace トレース機能を有効にするには、ゼロ以外の値

を設定します。

注 : コレクタポリシーと監視ポリシーを毎分間隔で実行すると、リソースグループとクラスタノード

がオフラインになった時点で迅速にアラートが送信されます。この設定を行う場合、集計間隔も

設定することが重要です。通常の設定では、EPCのデータは 5分間隔で集計 (平均の計算 )
され、その後で監視エージェントに送信されます。そのため、5分に 1回より高い頻度でデータ収

集が行われていると、問題が発生することがあります。その場合は集計間隔も短くしてください。

集計間隔を 1分に設定するには、データの収集と監視を行うクラスタノードで次のコマンドを実行し

ます。

ovconfchg -ns eaagt -set OPC_SET_CODA_SI 1m

クラスタノード監視ポリシー

CI-ClusterNodeMonitor_ja_JP
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CI-ClusterNodeMonitor_ja_JPポリシーは、クラスタノードのステータスを監視します。このポリシーを

配布する前に、クラスタデータを収集するCI-ClusterDataCollector_ja_JPポリシーを配布しておく必

要があります。

使用するメトリック CLUSTER_NAME

CLUSTER_TYPE

RESGROUP_NAME

RESGROUP_NODE_LIST

RESGROUP_STATE

RESGROUP_LOCAL_STATE

RESGROUP_ACTIVE_NODE

RESGROUP_VIRTUAL_IP_ADDR

サポートされるクラスタ Veritas Cluster Server

MC Service Guard

Microsoft Cluster Server

RHA Server Cluster

Solaris Cluster

スクリプト パラメータ 説明

MessageGroup 送信メッセージのメッセージグループ。

Debug トレースメッセージを無効にするには、この値を

0に設定します。コンソールでトレースメッセージ

を受信するには 1、管理ノードのトレースファイ

ルにメッセージを記録するには 2に設定します。

Trace トレース機能を有効にするには、ゼロ以外の値

を設定します。

クラスタリソースグループ監視ポリシー

CI-ClusterResGroupMonitor_ja_JP

CI-ClusterResGroupMonitor_ja_JPポリシーは、クラスタ内にあるリソースグループの状態と可用性を

監視します。このポリシーを配布する前に、クラスタデータを収集するCI-ClusterDataCollector_ja_
JPポリシーを配布しておく必要があります。

使用するメトリック CLUSTER_NAME

CLUSTER_TYPE

RESGROUP_NAME

RESGROUP_NODE_LIST

RESGROUP_STATE
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RESGROUP_LOCAL_STATE

RESGROUP_ACTIVE_NODE

RESGROUP_VIRTUAL_IP_ADDR

サポートされるクラスタ Veritas Cluster Server

MC Service Guard

Microsoft Cluster Server

RHA Server Cluster

スクリプト パラメータ 説明

MessageGroup 送信メッセージのメッセージグループ。

Debug トレースメッセージを無効にするには、この値を

0に設定します。コンソールでトレースメッセージ

を受信するには 1、管理ノードのトレースファイ

ルにメッセージを記録するには 2に設定します。

Trace トレース機能を有効にするには、ゼロ以外の値

を設定します。

MicrosoftWindowsクラスタサービス監視ポリシー

CI-MSWindowsClusterServiceMonitor_ja_JP ポリシー

CI-MSWindowsClusterServiceMonitor_ja_JPポリシーは、サービス/プロセス監視タイプのポリシーで

あり、Microsoft Windowsサービスの状態と可用性をチェックします。このポリシーは、管理クラスタ

ノード上で実行されるMicrosoft Windowsサービスを監視し、サービスが使用不能または停止状態

になった時点でアラートを送信します。

CI-MSWindowsClusterServiceMonitor_ja_JPポリシーは、Microsoft Windowsプラットフォームでの

みサポートされます。このポリシーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster Infrastructure]→ [Availability]→
[Monitors]→ [MS Cluster Server]

HPMC/ServiceGuardクラスタプロセス監視ポリシー

CI-MCSGClusterProcessMonitor_ja_JP ポリシー

CI-MCSGClusterProcessMonitor_ja_JPポリシーは、RHELおよびSLESシステム向けのサービス/プ
ロセス監視タイプのポリシーであり、Linuxで実行されるHP MC/ServiceGuardクラスタプロセスの状

態と可用性を監視します。このポリシーは、cmcldプロセスを監視し、このプロセスが管理ノード上で

実行されていない場合にアラートを送信します。cmcldプロセスは、すべてのクラスタノード上で実行

されるプロセスであり、クラスタの稼働状態を初期化および監視します。

CI-MCSGClusterProcessMonitor_ja_JPポリシーは、RHELおよびSLESプラットフォーム上でのみサ

ポートされます。このポリシーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster Infrastructure]→ [Availability]→
[Monitors]→ [MCSG Cluster Server]

Red HatClusterプロセス監視ポリシー
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CI-RHClusterCCSDProcessMonitor_ja_JP ポリシー

CI-RHClusterCCSDProcessMonitor_ja_JPポリシーは、RHELシステム向けのサービス/プロセス監

視タイプのポリシーであり、Linux上で実行されるRedHat Clusterプロセスの状態と可用性を監視し

ます。このポリシーは、ccsd (クラスタ構成システムデーモン)プロセスを監視し、このプロセスが管理

ノード上で実行されていない場合にアラートを送信します。

CI-RHClusterCCSDProcessMonitor_ja_JPポリシーは、RHELプラットフォームのみでサポートされま

す。このポリシーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster Infrastructure]→ [Availability]→
[Monitors]→ [RH Cluster Server]

CI-RHClusterRGManagerProcessMonitor_ja_JP ポリシー

CI-RHClusterRGManagerProcessMonitor_ja_JPポリシーは、RHELシステム向けのサービス/プロセ

ス監視タイプのポリシーであり、Linux上で実行されるRedHat Clusterプロセスの状態と可用性を監

視します。このポリシーは、clurgmgrd (クラスタリソースグループマネージャ)プロセスを監視し、このプ

ロセスが管理ノード上で実行されていない場合にアラートを送信します。

CI-RHClusterRGManagerProcessMonitor_ja_JPポリシーは、RHELプラットフォームのみでサポート

されます。このポリシーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster Infrastructure]→ [Availability]→
[Monitors]→ [RH Cluster Server]

Veritas Cluster Serverプロセス監視ポリシー

Cluster Infrastructure SPIは、Windows、HP-UX、Linux、AIX、Solarisの各オペレーティングシステ

ム環境で Veritas Clusterプロセスとサービスを監視します。

CI-VCSWindowsProcessMonitor_ja_JP ポリシー

このポリシ－は、サービス/プロセス監視タイプのポリシーであり、Microsoft Windowsシステムで実行さ

れるVeritas Cluster Serverプロセスやサービスの状態と可用性を監視し、このプロセスやサービスが

管理ノード上で実行されていない場合にアラートを送信します。このポリシーが監視するサービスは

以下のとおりです。

l High Availability Daemon (HAD)。このデーモンは、Global Atomic Broadcast (GAB)と通信するこ

とによって、クラスタ構成やリソースのステータスの変更をすべてトラッキングします。

l VCSCommサービス。このサービスは、Veritas ClusterでのGABおよびLow Latency Transport
(LLT)の設定を行います。

l Veritas Cluster Server HelperまたはHADHelper。Veritas Cluster Serverはこのサービスを使用

して、管理者権限が必要な操作を実行します。

このポリシーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster Infrastructure]→ [Availability]→
[Monitors]→ [VERITAS Cluster Server]→ [Windows]

CI-VCSUnixProcessMonitor_ja_JP ポリシー

このポリシ－は、サービス/プロセス監視タイプのポリシーであり、HP-UX、Linux (RHELおよび

SUSE)、AIX、Solarisの各オペレーティングシステムで実行されるVeritas Cluster Serverプロセスの

状態と可用性を監視し、このプロセスが管理ノード上で実行されていない場合にアラートを送信しま

す。このポリシーが監視するサービスは以下のとおりです。
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l High Availability Daemon (HAD)。このデーモンは、Global Atomic Broadcast (GAB)と通信するこ

とによって、クラスタ構成やリソースのステータスの変更をすべてトラッキングします。

l Hashadowデーモン。このデーモンはHADを監視し、HADに障害が発生すると再起動を試行し

ます。

このポリシーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster Infrastructure]→ [Availability]→
[Monitors]→ [VERITAS Cluster Server]→ [Unix]

Solaris Clusterプロセス監視ポリシー

Cluster Infrastructure SPIは、Solarisオペレーティングシステム上で実行されるSolaris Clusterプロ

セスおよびサービスを監視します。

CI-SunClusterProcessMonitor_ja_JP ポリシー

このポリシ－は、サービス/プロセス監視タイプのポリシーであり、Solarisオペレーティングシステムで実

行されるSolaris Clusterデーモンの状態と可用性を監視し、監視対象のプロセスやサービスが管理

ノード上で実行されていない場合にアラートを送信します。このポリシーのデフォルトのポリシーグルー

プは以下のとおりです。

[Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster Infrastructure]→ [Availability]→
[Monitors]→ [Solaris Cluster Server]

関連トピック

ログポリシー

Cluster Infrastructure SPIでは、管理ノードの重要なログを監視するために、ログファイルポリシーが

用意されています。これらのポリシーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster Infrastructure]→ [Logs]

MSCluster Serverポリシー

Microsoft Windows イベント ログ監視ポリシーのデフォルトのポリシーグループは以下のとおりです。

[Infrastructure Management]→ [<言語>]→ [Cluster Infrastructure]→ [Logs]→ [MS Cluster
Server]

l CI-MSWindowsClusterServer_NetworkWarnError_ja_JP ポリシー: このポリシーは、クラスタの

IPアドレスリソース、クラスタおよびネットワークドライバの初期化、NetBIOSインターフェイスの作

成に関する警告やエラーを示すイベントログエントリをすべて HPOMコンソールに転送します。

l CI-MSWindowsClusterServer_NodeWarnError_ja_JP ポリシー: このポリシーは、クラスタノー

ドに関する警告やエラーを示すログエントリをすべて HPOMコンソールに転送します。

l CI-MSWindowsClusterServer_StorageWarnError_ja_JP ポリシー:このポリシーは、クラスタデ

ィスクやクォーラムに関する警告やエラーを示すログエントリをすべて HPOMコンソールに転送しま

す。

l CI-MSWindowsClusterServer_AvailabilityWarnError_ja_JP ポリシー: このポリシーは、フェイ

ルオーバークラスタサーバーの可用性に関する警告やエラーを示すログエントリをすべて HPOMコ

ンソールに転送します。

Solaris Cluster Serverポリシー
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l CI-SunClusterResourceLogMonitor_ja_JP: このポリシーは、クラスタリソースに関する警告や

エラーを示すログエントリをすべて HPOMコンソールに転送します。

l CI-SunClusterNetworkLogMonitor_ja_JP: このポリシーは、クラスタネットワークに関する警告

やエラーを示すログエントリをすべて HPOMコンソールに転送します。

l CI-SunClusterNodeLogMonitor_ja_JP: このポリシーは、クラスタノードに関する警告やエラーを

示すログエントリをすべて HPOMコンソールに転送します。

UNIX向けVeritas Cluster Serverポリシー

l CI-VCSUnixNetworkLogMonitor_ja_JP: このポリシーは、クラスタネットワークに関する警告やエ

ラーを示すログエントリをすべて HPOMコンソールに転送します。

l CI-VCSUnixNodeLogMonitor_ja_JP: このポリシーは、クラスタノードに関する警告やエラーを示

すログエントリをすべて HPOMコンソールに転送します。

l CI-VCSUnixResourceLogMonitor_ja_JP: このポリシーは、クラスタリソースに関する警告やエ

ラーを示すログエントリをすべて HPOMコンソールに転送します。

Windows用のポリシー

l CI-VCSWindowsResourceLogMonitor_ja_JP: このポリシーは、クラスタリソースに関する警告

やエラーを示すログエントリをすべて HPOMコンソールに転送します。

l CI-VCSWindowsNodeLogMonitor_ja_JP: このポリシーは、クラスタノードに関する警告やエ

ラーを示すログエントリをすべて HPOMコンソールに転送します。

l CI-VCSWindowsNetworkLogMonitor_ja_JP: このポリシーは、クラスタネットワークに関する警

告やエラーを示すログエントリをすべて HPOMコンソールに転送します。

HPOM for Windows 管理サーバーからのCI SPI ポリシーの配
布

管理サーバーからポリシーを手動で配布するには、以下の手順を実行します。

1. 配布するポリシーを右クリックします。

2. メニューから [すべてのタスク]を選択します。

3. [配布先ノード ]を選択します。 [ポリシーの配布先 ]ダイアログボックスが開きます。
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4. [ツリーからノードを選択する]オプションを選択します。管理ノードのリストから、ポリシーを配布す

るノードを選択します。

5. [OK]をクリックします。

HPOM for UNIX 管理サーバーからのCI SPI ポリシーの配布

ポリシーを配布する前に、管理サーバーに既にノードが追加された状態であり、HP Operations
Agent ソフトウェアがインストールされていることを確認してください。管理サーバーにノードを追加する

方法の詳細は、HP Operations Manager for Unixオンラインヘルプを参照してください。

HPOM for UNIX (HP-UX、Linux、Solaris)管理サーバーからポリシーを配布するには、以下の手順

を実行します。

タスク 1:ポリシーまたはポリシーグループの割り当て

1. 管理者として HPOMにログオンします。HPOM管理者 UIが表示されます。

2. [登録オブジェクト ] カテゴリの [登録ポリシー]をクリックします。 [登録ポリシー]ウィンドウが開きま

す。
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3. [登録ポリシー]ウィンドウで、ノードまたはノード グループに割り当てるポリシーまたはポリシーグ

ループを選択します。

4. [アクションを選択 ]ドロップダウンボックスから [ノード /ノード グループに割り当て...]を選択

し、 [submit]をクリックします。選択ウィンドウが開きます。

5. ノードまたはノード グループを選択し、[OK]をクリックします。選択したポリシーがノードに割り当

てられます。

タスク 2:ポリシーの配布

1. HPOM管理者用インタフェースから、 [登録オブジェクト ] カテゴリの [登録ノード ]をクリックします。 [
登録ノード ]ウィンドウが開きます。

2. [登録ノード ]ウィンドウで、ポリシーの配布先となるノードまたはノード グループを選択します。

3. [アクションを選択 ]ドロップダウンボックスから [設定の配布 ]を選択し、 [submit]をクリックします。

選択ウィンドウが開きます。

4. [ポリシーの配布 ]チェックボックスをオンにし、[OK]をクリックします。このポリシーは、選択したノー

ドに配布されます。
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Cluster Infrastructure SPIのレポート

HP Reporterは、ノードで収集したデータをキャプチャして書式化し、Webベースのレポートを作成し

ます。このレポートから、クラスタリソースの全体像を把握できます。Cluster Infrastructure SPI (CI
SPI)で収集したデータからレポートを作成して表示するには、HP ReporterをHPOMと連動して使

用する必要があります。

HP Reporterのインストールが完了したら、HPOM forWindows コンソールからCI SPIレポートにアク

セスできます。レポートはHPOMコンソールツリーの [Reports]セクションにあります。このレポートは、

クラスタインフラストラクチャの可用性とパフォーマンスに関するトレンド分析に活用できる情報を提供

します。HP Reporterパッケージをインストールするには、『Infrastructure SPIs インストールガイド』を

参照してください。レポートを表示するには、コンソールツリーで [Reports]→ [HA Cluster
Infrastructure]をクリックします。

HP ReporterをHPOM管理サーバー (Windows、UNIX、Linux、または Solarisオペレーティングシス

テム向け)に接続されている別のシステムにインストールした場合、HP Reporterシステムでレポートを

表示できます。HP ReporterとHPOMを統合する方法の詳細は、『HP Reporter Installation and
Special Configuration Guide』を参照してください。

また、 [Reports] フォルダは、ノードでのデータ収集とService Reporterによる統合プロセスが完了する

までは作成されません。通常の場合、統合プロセスは、ノードが管理対象になってから 24時間後に

完了します。

Cluster Infrastructure SPIでは、以下のレポートが用意されています。

クラスタ構成レポート

このレポートでは、クラスタのメンバーである全ノードの設定情報が表示されます。クラスタ内にあるアク

ティブなノードとリソースグループに関する情報が表示されます。このレポートから、個々のクラスタの詳

細な構成情報を確認できます。以下に、クラスタ構成レポートの例を示します。
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クラスタ アップタイムレポート
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このレポートは、クラスタ、リソースグループ、メンバーノードのアップタイムに関する情報を表示します。

また、リソースグループの実行先として設定されている各ノード上で、リソースグループが稼働した時

間を表示します。このレポートから、クラスタのアップタイムに関する詳細な情報を確認できます。以下

に、クラスタアップタイムレポートの例を示します。

クラスタ システム可用性レポート
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このレポートは、クラスタメンバーノードのシステム可用性に関する情報を表示します。データは、日

付とシフト時間順にソートされます。シフトの定義は、各レポート セクションの最後に表示されます。

以下に、クラスタシステム可用性レポートの例を示します。
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トラブルシューティング

この章では、CI SPIでの基本的なトラブルシューティングのシナリオを紹介します。

問題 HPOM for UNIXの管理者用インタフェースで変更した高度な監視ポリシー

を管理ノードに配布した後、実行できない。

原因 HPOM for UNIXポリシーエディタのインタフェースモードで高度な監視ポリ

シーを編集すると、Perlコード モジュールで構文エラーが発生します。これが

原因で、ポリシーを実行できなくなります。以下のようなエラーが表示されま

す。

An error occurred in the processing of the policy

'SI-LinuxSshdProcessMonitor'. ('SI-

LinuxSshdProcessMonitor_ja_JP' ポリシーの実行中にエラーが発

生しました。)Please check the following errors and take

corrective actions. (以下のエラーを確認して適切なアクションを

取ってください。)(OpC30-797)

Error during evaluation of threshold level "Processes

- Fill Instance list" (しきい値レベル "Processes - Fill

Instance list" の評価中にエラーが発生しました) (OpC30-728)

Execution of instance filter script failed. (インスタンス

フィルタ スクリプトの実行に失敗しました。)(OpC30-714) Perl

Script execution failed: syntax error at PerlScript

line 11, near "1 (Perl スクリプトの実行に失敗しました。Perl ス

クリプトの 11 行目、"1 の近くに構文エラーがあります)

#BEGIN_PROCESSES_LIST

#ProcName=/usr/sbin/sshd

#Params=

#Params=

#MonMode=>=

#ProcNum=1

#END_PROCESSES_LIST@ProcNames"

Missing right curly or square bracket at PerlScript

line 17, within string syntax error at PerlScript

line 17, at EOF. (Perl スクリプトの 17 行目の文字列に右中括

弧または右角括弧がありません、Perl スクリプトの 17 行目、EOF に構

文エラーがあります。)(OpC30-750)

未編集の高度な監視ポリシー ([Measurement Threshold] タイプ)をHPOM
for UNIXから配布して使用できます。

解決策 Measurement Thresholdポリシーの設定を編集するため、HPOM for UNIX
の管理者用インタフェースの「編集 (Rawモード )」機能を使用してポリシー

の内容を変更します。そのためには、ポリシーデータファイルの構文を理解
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している必要があります。

問題 検出とDNS解決

解決策 両方のサーバーおよびエージェント上で、クラスタリソースグループを明確に

定義されたホスト名に解決できるようにします。

問題 英語以外の名前を使用すると、検出手順とデータ収集でエラーが発生する。

原因 Cluster Infrastructure SPIでは、英語以外のクラスタ名やリソースグループ名を

使用するHAクラスタ設定はサポートされていません。

解決策 Cluster Infrastructure SPIは、英語以外のHPOMで問題なく配布できます。

ただし、HP Operations Agentでは、StoreCollection OvPerl APIが英語以外

の名前を認識できないため、このような名前はエラーとして表示されます。

問題 クラスタ検出でノードが自動追加されるときに、アラート メッセージが表示さ

れる。

原因 システム検出ポリシーがクラスタ環境にノードを自動追加するとき、通常の

重要度でアラート メッセージが生成されます。システム検出ポリシーの自動

追加機能によってノード バンクにノードを追加する処理には時間がかかるの

で、アラート メッセージが受諾されるまでに若干の時間がかかります。

解決策 次に示すXPL設定パラメータのデフォルト値を変更して、自動追加機能を

無効にします。

設定パラメータ

デフォルト

値

自動追加機能を無効にする

値

AutoAdd_ClusterNode true false

AutoAdd_Cluster_RG_IP true false

AutoAdd_
HypervisorNode

true false

AutoAdd_Guests false true

問題 1つのクラスタがダウンすると、ovclusterinfoツールがすべてのクラスタタイプに

関して有効なデータを返さなくなる。

原因 ovclusterinfoツールが有効なデータを返すのは、ダウンしたクラスタが
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MC/ServiceGuardクラスタである場合のみです。これ以外のクラスタタイプに

ついては、クラスタデータコレクタは、クラスタステータスがオンラインでないと、

メンバーのデータをログに記録しません。

解決策 クラスタサーバーがダウンするか、HPOMと接続状態にない場合、クラスタ

全体がダウンしているとみなされ、NUM_ACTIVE_NODESパラメータはゼロ

になります。有効なクラスタデータがない場合に、この値はゼロにリセットされ

ます。クラスタが稼働状態になると、ゼロ以外の値になります。

問題 HPOMコンソールに以下のメッセージが表示されます。

An error occurred in the processing of the policy

'CI-ClusterNodeMonitor'. ('CI-ClusterNodeMonitor_ja_

JP' ポリシーの実行中にエラーが発生しました。)Please check the

following errors and take corrective actions. (以下の

エラーを確認して適切なアクションを取ってください。)(OpC30-797)

Error during evaluation of threshold level "Node

Offline" (しきい値レベル "Node Offline" の評価中にエラーが発

生しました) (OpC30-728) Execution of threshold script

failed. (しきい値スクリプトの実行に失敗しました。) (OpC30-712)

Perl Script execution failed: (in cleanup) Value:

Cannot get current instance at PerlScript line 40

(Perl スクリプトの実行に失敗しました。 (クリーンアップ) 値: Perl ス

クリプトの 40 行目で現在のインスタンスを取得できません。) (OpC30-

750)

原因 監視ポリシーは、CODAからクラスタ情報を取得できない場合に警告メッ

セージを送信することがあります。十分な時間がないためにクラスタコレクタ

がクラスタ情報の収集と記録を完了できないと、この問題が発生します。

解決策 このような状況を回避するには、最初にクラスタコレクタをノードに配布しま

す。クラスタコレクタは、デフォルトで 15分ごとに実行されるようスケジュールさ

れています。収集を 2回以上実行してから、クラスタ監視ポリシーをノードに

配布してください。これによって、コレクタポリシーと監視ポリシーを正常に実

行することができます。

問題 フェイルオーバーが発生すると、クラスタインフラストラクチャ環境のリアルタイ

ムな状態がサービスマップ内ですぐに更新されない。

原因 CI-ClusterDiscovery_ja_JPポリシーを実行すると、クラスタインフラストラク

チャ環境のほぼリアルタイムな状態は次に基づいて更新されます。

l 次にスケジュールされた間隔。

l agtrep名前空間内の INSTANCE_DELETION_THRESHOLDの

値。

解決策 CI-ClusterDiscovery_ja_JPを実行するたびに、クラスタインフラストラクチャ
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環境のほぼリアルタイムな状態を表示するには、すべてのクラスタノードで

次の変更を行います。

1. コマンドとして「Ovconfchg –edit」と入力し、agtrep名前空間を

検索します。

デフォルトの値は以下のとおりです。
[agtrep]

INSTANCE_DELETION_THRESHOLD=5

2. 以下のように変更し、agtrep 名前空間の下に次の値を追加しま
す。

[agtrep]

INSTANCE_DELETION_THRESHOLD=1

RESEND_RELATIONSHIP_INSTANCES=TRUE

3. 必要に応じて CI-ClusterDiscovery_ja_JPポリシーのスケジュール間

隔を変更します。

問題 HPOMコンソールに警告またはエラーメッセージが表示される。

Check the following errors and take corrective

actions. (以下のエラーを確認して適切なアクションを取ってくださ

い。)(OpC30-797) Error during evaluation of threshold

level "CPU Spikes level Critical" (しきい値レベル "CPU

Spikes level Critical" の評価中にエラーが発生しました)

(OpC30-728) Execution of threshold script failed. (し

きい値スクリプトの実行に失敗しました。)(OpC30-712) Perl Script

execution failed: Can't locate OvTrace.pm in @INC

(@INC contains: /usr/lpp/OV\lbin\eaagt\perl

/usr/lpp/OV/lbin/eaagt/perl

/var/opt/OV/bin/instrumentation

/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/5.8.8/aix-thread-multi

/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/5.8.8

/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl/5.8.8/aix-

thread-multi /usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_

perl/5.8.8 /usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl .)

at PerlScript line 136. (Perl スクリプトの実行に失敗しまし

た。Perl スクリプトの 136 行目の @INC (@INC には以下が含まれて

います。/usr/lpp/OV\lbin\eaagt\perl

/usr/lpp/OV/lbin/eaagt/perl

/var/opt/OV/bin/instrumentation

/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/5.8.8/aix-thread-multi

/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/5.8.8

/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl/5.8.8/aix-

thread-multi /usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_

perl/5.8.8 /usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl) 内

に OvTrace.pm が見つかりません。)
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BEGIN failed--compilation aborted (in cleanup) Can't

locate OvTrace.pm in @INC (@INC contains:

/usr/lpp/OV\lbin\eaagt\perl

/usr/lpp/OV/lbin/eaagt/perl

/var/opt/OV/bin/instrumentation

/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/5.8.8/aix-thread-multi

/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/5.8.8

/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl/5.8.8/aix-

thread-multi /usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_

perl/5.8.8 /usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl .)

at PerlScript line 136. (BEGIN が失敗しました。コンパイルは

中断しました (クリーンアップ) Perl スクリプトの 136 行目の @INC

(@INC には以下が含まれていま

す。/usr/lpp/OV\lbin\eaagt\perl

/usr/lpp/OV/lbin/eaagt/perl

/var/opt/OV/bin/instrumentation

/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/5.8.8/aix-thread-multi

/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/5.8.8

/usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl/5.8.8/aix-

thread-multi /usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_

perl/5.8.8 /usr/lpp/OV/nonOV/perl/a/lib/site_perl) 内

に OvTrace.pm が見つかりません。)

BEGIN failed--compilation aborted at PerlScript line

136. (BEGIN が失敗しました。コンパイルは Perl スクリプトの 136

行目で中断しました。) (OpC30-750)

原因 インストルメンテーションがノードに正しく配布されないと、任意のポリシーと

*.pmファイルでこのエラーが発生します。

解決策 インストルメンテーションをノードに強制的に配布します。
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